
　　最新リポート

高等学校の
修学旅行 社会や自然と向き合う中で

山
脇
学
園
中
学
校
・
高
等
学
校

九
州
、沖
縄
　
４
泊
５
日


年
５
月
　
実
施

ア
ジ
ア
の
平
和
へ
の
貢
献

「
交
流
」で
一
歩
動
き
出
す

東
京
都
立
田
無
工
業
高
等
学
校

東
北
・
北
海
道
　
３
泊
４
日


年
５
月
　
実
施

語
り
部
、遺
構
で
震
災
学
習

現
場
体
験
、防
災
に
生
か
す

（１７） 第２８８６号第３種郵便物認可２０１７年（平成２９年）４月１日（土曜日）

留
学
生
と
平
和
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
す
Ｇ
Ｖ
Ｓ
プ
ロ
グ

ラ
ム

中田成昭教諭

Ｇ
Ｖ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
の
平
和
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン

被
爆
者
の
語
り
部
か
ら
話
し
を
聞
く
平
和

講
話

大度海岸でのイノー観察

がちゆんフィールドワークでは
米軍基地などを見て回った

岩
手
県
宮
古
市
の
田
老
地
区
を
訪
問
。
東
日
本
大
震
災
の

被
害
、
復
興
の
状
況
な
ど
を
学
ん
だ

樋口敦教諭

津
波
の
被
害
を
後
世
に
伝
え
る
震
災
遺
構
と
し
て
保
存
さ

れ
て
い
る
「
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
」
を
見
学

車
両
を
貸
し
切
り
に
し
て
行
う
三
陸
鉄
道

の「
震
災
学
習
列
車
」プ
ロ
グ
ラ
ム
を
活
用

三
陸
鉄
道
に
乗
車
し
、
震
災
当
時
の
状
況

や
復
興
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
た

語
り
部
た
ち
に
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
話
を
聞
い
た
。
生
徒
か

ら
も
質
問
が
出
て
い
た

　
東
京
・
赤
坂
に
校
舎
を
構

え
る
山
脇
学
園
中
学
校
・
高

等
学
校
（
山
﨑
元
男
校
長
）

は
、１
９
０
３
年
に
山
脇
玄
、

房
子
夫
妻
に
よ
っ
て
設
立
さ

れ
た
女
子
校
。
山
脇
玄
氏
は

日
本
で
初
め
て
貴
族
院
で
婦

人
の
参
政
権
を
唱
え
た
。
山

脇
房
子
氏
は
英
語
で
の
授
業

を
行
う
な
ど
先
進
的
な
教
育

を
取
り
入
れ
た
。
同
校
は
、

そ
う
し
た
山
脇
夫
妻
の
意
思

を
引
き
継
ぎ
、
国
際
社
会
で

活
躍
で
き
る
女
性
の
リ
ー
ダ

ー
を
育
て
る
こ
と
を
教
育
方

針
と
す
る
。

　
校
舎
で
特
徴
的
な
の
が
、

外
国
の
町
並
み
を
模
し
た
施

設
「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ア
イ

ラ
ン
ド
」
だ
。
そ
こ
で
は
英

語
を
使
っ
て
会
話
す
る
と
い

う
ル
ー
ル
を
中
学
１
年
の
時

か
ら
課
し
て
い
る
。
修
学
旅

行
を
担
当
す
る
統
合
型
教
育

部
長
の
中
田
成
昭
教
諭
は
、

「
そ
う
し
た
教
育
を
行
っ
て

い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
外
国

人
と
意
見
を
交
わ
す
取
り
組

み
を
修
学
旅
行
に
入
れ
て
い

る
」
と
話
す
。

　
同
校
は
、
高
校
２
年
生
で

実
施
す
る
修
学
旅
行
を
校
外

学
習
の
集
大
成
と
な
る
機
会

と
位
置
付
け
て
い
る
。
校
外

学
習
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
フ

ィ
ー
ル
ド
に
出
か
け
、
「
現

地
な
ら
で
は
の
自
然
や
歴
史

的
な
遺
産
に
直
接
触
れ
る
体

験
」
「
現
地
の
人
々
と
の
交

流
」「
仲
間
と
の
協
働
作
業
」

の
三
つ
の
体
験
を
通
し
て
、

未
知
の
課
題
へ
の
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
を
養
成
す
る
。
修
学

旅
行
は
、
今
ま
で
の
校
外
学

習
で
の
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
培
っ
て
き
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
と
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
未

来
の
世
界
の
平
和
に
貢
献
す

る
精
神
と
姿
勢
を
身
に
つ
け

る
の
が
目
的
だ
。

　
昨
年
の
修
学
旅
行
は
「
私

た
ち
の
世
代
が
築
く
未
来
の

ア
ジ
ア
の
平
和
」
を
テ
ー
マ

と
し
て
５
月
９
～

日
の
４

泊
５
日
で
実
施
し
た
。
文
系

３
ク
ラ
ス
１
２
６
人
は
九
州

が
行
き
先
。
唐
津
城
、
九
州

国
立
博
物
館
な
ど
の
見
学
や

唐
津
焼
絵
付
け
体
験
も
行
っ

た
が
、
柱
は
平
和
学
習
と

「
Ｇ
Ｖ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
の

二
つ
だ
。

　
長
崎
で
の
平
和
学
習
は
、

原
爆
資
料
館
や
平
和
公
園
、

爆
心
地
の
見
学
な
ど
。
な
か

で
も
メ
イ
ン
は
原
爆
資
料
館

で
の
被
爆
体
験
講
話
だ
。
中

田
教
諭
は
「
被
爆
さ
れ
た
方

の
話
を
聞
い
て
そ
の
人
に
身

を
寄
せ
て
ほ
し
い
と
い
う
意

図
も
あ
る
が
、
『
か
わ
い
そ

う
』
『
原
爆
を
落
と
し
た
人

は
悪
い
』
と
い
っ
た
感
情
が

生
ま
れ
る
だ
け
で
終
わ
っ
て

は
い
け
な
い
。
そ
う
い
う
悲

惨
な
出
来
事
も
過
去
に
は
あ

っ
た
が
、
『
こ
れ
か
ら
の
未

来
は
自
分
た
ち
が
創
る
』
と

い
う
意
識
に
持
っ
て
い
く
よ

う
指
導
し
て
い
る
」と
語
る
。

　
修
学
旅
行
の
も
う
一
つ
の

柱
で
あ
る
Ｇ
Ｖ
Ｓ
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
、
立
命
館
ア
ジ
ア
太
平

洋
大
学
（
大
分
県
別
府
市
）

の
外
国
人
留
学
生
と
の
交

流
。
計
画
で
は
前
年
と
同
じ

く
、
同
大
と
近
い
別
府
国
際

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

国
際
会
議
場
を
会
場
と
す
る

は
ず
だ
っ
た
が
、
昨
年
４
月

に
起
き
た
熊
本
地
震
の
影
響

で
佐
賀
市
の
富
士
公
民
館
に

急
き
ょ
変
更
さ
れ
た
。
Ｇ
Ｖ

Ｓ
は
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
ビ
レ

ッ
ジ
・
フ
ォ
ー
・
ス
チ
ュ
ー

デ
ン
ツ
」
の
略
で
、
端
的
に

言
え
ば
、
英
語
を
使
っ
た
活

動
だ
。
ア
ジ
ア
を
中
心
と
す

る
外
国
人
留
学
生
た
ち
と
生

徒
が
「
平
和
」
に
つ
い
て
英

語
で
意
見
を
交
わ
し
た
。

　
「
日
本
人
と
異
な
る
価
値

観
や
文
化
を
尊
重
し
た
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら

れ
る
。
苦
手
意
識
を
持
っ
て

い
た
が
、
当
日
に
会
っ
て
み

て
留
学
生
と
打
ち
解
け
ら
れ

た
と
い
う
生
徒
も
多
か
っ

た
」
と
中
田
教
諭
。
Ｇ
Ｖ
Ｓ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
は
多

く
の
生
徒
が
充
実
感
を
覚
え

て
い
た
と
い
う
。

　
一
方
、
理
系
３
ク
ラ
ス
１

０
１
人
は
、
文
系
ク
ラ
ス
と

ほ
ぼ
同
様
に
長
崎
で
平
和
学

習
を
行
っ
た
後
、
沖
縄
県
に

移
動
。
平
和
祈
念
公
園
・
資

料
館
、
ひ
め
ゆ
り
祈
念
資
料

館
を
見
学
し
た
。

　
ま
た
、
琉
球
大
学
な
ど
の

大
学
生
に
案
内
さ
れ
、
普
天

間
基
地
や
米
軍
ヘ
リ
墜
落
現

場
な
ど
宜
野
湾
市
周
辺
を
見

て
回
る
「
が
ち
ゆ
ん
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
」
を
実
施
。
大

学
生
た
ち
と
沖
縄
で
の
戦
争

や
米
軍
基
地
問
題
に
つ
い
て

「
が
ち
（
本
気
）
ゆ
ん
（
話

す
）」し
、
地
元
の
人
に
は
基

地
の
賛
否
な
ど
も
聞
い
た
。

　
こ
の
ほ
か
、
環
境
問
題
を

解
決
す
る
た
め
の
人
間
と
自

然
の
共
生
に
つ
い
て
考
察
を

深
め
る
こ
と
を
目
的
に
、
大

度
海
岸
で「
イ
ノ
ー（
礁
池
）

観
察
」
も
行
っ
た
。
異
文
化

が
交
わ
る
要
衝
の
地
で
あ
っ

た
の
も
沖
縄
を
選
ん
だ
理
由

で
、
首
里
城
見
学
や
エ
イ
サ

ー
観
賞
も
盛
り
込
ん
だ
。

　
文
系
ク
ラ
ス
、
理
系
ク
ラ

ス
と
も
に
「
私
た
ち
の
世
代

が
築
く
未
来
の
ア
ジ
ア
の
平

和
」
を
テ
ー
マ
に
掲
げ
た
昨

年
の
修
学
旅
行
。
中
田
教
諭

は
次
の
よ
う
に
総
括
す
る
。

　
「
ま
だ
学
問
を
修
め
て
い

な
い
生
徒
が
平
和
へ
の
貢
献

な
ど
で
き
な
い
と
い
う
意
見

が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。
そ

れ
で
も
生
徒
た
ち
が
一
生
懸

命
に
勉
強
し
て
き
て
、
立
命

館
ア
ジ
ア
太
平
洋
大
学
の
エ

リ
ー
ト
留
学
生
た
ち
と
英
語

で
交
流
し
た
こ
と
は
立
派
な

平
和
貢
献
だ
と
私
た
ち
は
評

価
し
て
い
る
。
理
系
ク
ラ
ス

の
生
徒
た
ち
も
琉
球
大
学
な

ど
の
大
学
生
と
一
緒
に
語
り

合
っ
て
い
る
の
は
平
和
に
向

け
一
歩
動
き
出
し
て
い
る
」。

　
東
京
都
西
東
京
市
の
都
立

田
無
工
業
高
等
学
校
（
前
田

平
作
校
長
）
は
、
機
械
科
、

建
築
科
、
都
市
工
学
科
の
３

科
を
設
置
し
て
い
る
。
「
モ

ノ
・
イ
エ
・
マ
チ
で
未
来
を

創
る
！
」
を
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

ー
に
、
工
業
に
関
す
る
知
識

や
技
術
は
も
と
よ
り
、
日
本

の
将
来
を
担
う
資
質
を
身
に

つ
け
た
人
材
の
育
成
を
目
指

し
て
い
る
。

　
充
実
し
た
実
習
設
備
、
資

格
取
得
の
支
援
、
企
業
の
現

場
で
就
業
体
験
や
長
期
就
業

訓
練
を
行
う
職
業
教
育
「
デ

ュ
ア
ル
シ
ス
テ
ム
」
な
ど
が

同
校
の
特
色
。
２
０
１
６
年

度
に
は
「
高
校
生
も
の
づ
く

り
コ
ン
テ
ス
ト
」
全
国
大
会

の
測
量
部
門
で
準
優
勝
と
い

う
成
果
も
上
げ
た
。
卒
業
生

の
約
８
割
が
技
術
系
の
企
業

な
ど
に
就
職
し
、
約
２
割
が

理
工
系
の
大
学
な
ど
に
進
学

し
て
い
る
。

　
修
学
旅
行
は
、
学
年
の
担

任
教
諭
を
中
心
に
教
育
方
針

に
沿
っ
て
学
習

目
的
や
旅
行
先

を
決
定
し
て
い

る
。

年
度
は

５
月

～

日

の
３
泊
４
日
の

日
程
で
実
施
さ

れ
、
３
年
生
１

４
５
人
が
参
加
し
た
。
行
き

先
は
東
北
・
北
海
道
方
面
。

テ
ー
マ
に
は
、
北
東
北
や
函

館
の
自
然
や
文
化
、
歴
史
、

も
の
づ
く
り
を
体
験
す
る
学

習
に
加
え
、
東
日
本
大
震
災

の
被
災
地
を
訪
れ
る
震
災
学

習
を
設
定
し
た
。
震
災
の
被

災
地
を
訪
れ
、
防
災
、
復
興

を
学
ぶ
修
学
旅
行
は
、
同
校

と
し
て
は
初
め
て
だ
っ
た
。

　
震
災
学
習
を
修
学
旅
行
の

目
的
に
設
定
し
た
理
由
の
一

つ
は
、

年
度
に
東
京
都
教

育
委
員
会
か
ら
「
防
災
教
育

推
進
校
」
に
指
定
さ
れ
た
こ

と
。
同
校
で
は
、
災
害
発
生

を
想
定
し
て
す
べ
て
の
都
立
高
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
宿

泊
防
災
訓
練
に
加
え
て
、
防

災
活
動
の
企
画
立
案
、
消
火

・
救
護
訓
練
な
ど
に
取
り
組

ん
で
き
た
こ
と
か
ら
、
被
災

地
へ
の
訪
問
を
防
災
教
育
の

〝
総
仕
上
げ
〟
に
も
位
置
づ

け
た
。

　
修
学
旅
行
の
実
施
を
前

に
、
震
災
学
習
の
狙
い
に
つ

い
て
樋
口
敦
教
諭
は
「
報
道

な
ど
を
通
じ
て
震
災
に
触
れ

て
き
た
生
徒
た
ち
は
、
こ
れ

ま
で
の
防
災
教
育
の
成
果
も

あ
り
、
震
災
学
習
の
意
図
す

る
と
こ
ろ
は
理
解
で
き
て
い

た
と
思
う
。
旅
行
の
直
前
に

は
熊
本
地
震
が
発
生
し
た
こ

と
も
あ
り
、
い
つ
災
害
が
起

き
て
も
お
か
し
く
な
い
と
い

う
自
覚
も
あ
っ
た
。
後
は
現

地
に
行
っ
て
何
を
感
じ
、
住

民
の
方
な
ど
か
ら
ど
の
よ
う

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る

こ
と
が
で
き
る
か
」
と
考
え

て
い
た
と
い
う
。

　
震
災
学
習
で
は
、
旅
行
会

社
の
提
案
な
ど
を
参
考
に
内

容
を
決
定
。
津
波
で
大
き
な

被
害
を
受
け
、
復
興
を
目
指

し
て
い
る
岩
手
県
宮
古
市
の

田
老
地
区
を
訪
問
し
た
。
震

災
を
後
世
に
伝
え
る
遺
構
と

し
て
保
存
さ
れ
て
い
る
「
た

ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
」
で
は
、

ガ
イ
ド
の
説
明
を
受
け
た
ほ

か
、
田
老
地
区
に
津
波
が
襲

来
す
る
震
災
当
時
の
様
子
を

撮
影
し
た
映
像
を
視
聴
し

た
。
防
潮
堤
や
復
興
が
進
む

街
並
み
な
ど
も
見
学
。
宮
古

市
内
の
ホ
テ
ル
で
は
、
震
災

を
体
験
し
た
「
語
り
部
」
で

あ
る
地
域
住
民
た
ち
に
話
を

聞
い
た
。

　
三
陸
鉄
道
（
本
社
・
宮
古

市
）
が
実
施
し
て
い
る
車
両

を
貸
し
切
り
に
し
て
行
う

「
震
災
学
習
列
車
」
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
も
活
用
し
た
。
北
リ

ア
ス
線
を
走
る
列
車
の
車
窓

か
ら
沿
岸
の
様
子
を
見
学
し

な
が
ら
、
震
災
を
体
験
し
た

ガ
イ
ド
に
発
生
時
の
状
況
や

復
興
へ
の
取
り
組
み
を
聞
い

た
。

　
た
ろ
う
観
光
ホ
テ
ル
で

は
、
津
波
が
街
に
押
し
寄
せ

る
映
像
を
一
言
も
発
せ
ず
に

見
つ
め
て
い
た

生
徒
た
ち
。６
、

７
人
の
グ
ル
ー

プ
ご
と
に
テ
ー

ブ
ル
を
囲
ん
だ

語
り
部
の
講
話

で
は
、
仮
設
住

宅
で
暮
ら
す
住

民
、
復
興
に
取
り
組
む
市
役

所
の
職
員
な
ど
の
話
に
聞
き

入
り
、
生
徒
の
側
か
ら
も
震

災
当
時
の
様
子
、
被
災
者
の

思
い
な
ど
に
つ
い
て
質
問
が

出
て
い
た
と
い
う
。

　
「
生
徒
た
ち
は
震
災
学
習

の
目
的
を
理
解
で
き
て
い
た

も
の
の
、
発
生
か
ら
約
５
年

と
い
う
月
日
が
経
過
し
て
い

た
こ
と
か
ら
、旅
行
前
に
は
、

『
今
に
な
っ
て
行
く
の
か
』

と
い
う
声
も
一
部
に
は
あ
っ

た
。
震
災
へ
の
関
心
の
低
下

や
記
憶
の
風
化
と
い
っ
た
社

会
問
題
が
あ
る
中
で
、
そ
う

い
う
声
が
あ
る
『
今
』
だ
か

ら
こ
そ
、
現
地
を
訪
れ
る
価

値
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い

か
。
現
地
で
の
生
徒
た
ち
の

様
子
を
見
る
と
、
自
分
の
目

と
耳
、
足
で
現
場
を
体
験
で

き
た
こ
と
は
、
彼
ら
に
と
っ

て
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
は

ず
」
（
樋
口
教
諭
）
。

　
修
学
旅
行
で
被
災
地
を
訪

れ
た
生
徒
た
ち
は
こ
の
春
、

高
校
を
卒
業
し
、
そ
れ
ぞ
れ

の
進
路
へ
と
進
ん
で
い
っ

た
。
樋
口
教
諭
は
「
将
来
遭

遇
す
る
か
も
し
れ
な
い
災
害

に
対
し
て
ど
う
行
動
す
る
の

か
。
あ
る
い
は
、
技
術
系
の

仕
事
や
大
学
に
進
む
中
で
、

災
害
対
策
や
復
旧
、
復
興
に

ど
う
関
わ
る
の
か
。
修
学
旅

行
の
体
験
を
思
い
起
こ
し
て

も
ら
え
れ
ば
」
と
話
し
て
い

る
。


